
各イベントへの参加申込みはこちらからどうぞ https://eipo.jp/sophia/seminars/
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上智大学

本学では６月１日から６月11日
まで第９回目を迎える「上智大学
国連Weeks」を開催します。国連
の活動を通じて、世界と私たち
の未来について一緒に考えて
みませんか？

各イベントへの参加申込みはこちらからどうぞ https://eipo.jp/sophia/seminars/
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スケジュール
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【FRI】

キャリアセッション
「国際機関・国際協力 キャリアを語ろう」
来場者参加型のクロストーク

6
4

【MON】

トークセッション
国連欧州本部官房長をお招きし、
国連の課題、期待できることを考えます

6
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【TUE】

平和構築セミナー
今後の平和構築の課題や、
あるべき姿について議論を深めます

6
6

【WED】

シンポジウム
SDGs達成のための教育・研究活動の役割を
コロンビアと日本の専門家が共に考えます

6
7

【THU】

シンポジウム
「ビジネスと人権」ビジネスが日本そして海外において
人権をいかに尊重するか ― その取り組みと課題

6
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【FRI】

シンポジウム

高等教育におけるESD：大学はSDGs にいかに向き合うか
アジアと日本の両面から議論します
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【MON】

SDGs学生フォトコンテスト×未来メディアカフェ
「撮ってみよう！日本で見つけたSDGs」をテーマとした
写真の撮り方教室を開催します。

～６
１
【FRI】

６
11
【MON】

SDGsパネル展示
パートナーシップでつくる私たちの世界
SDGsと皆さんの生活がどの様につながっているのか、
足を止めて考えてみませんか？

上智大学国連Weeksに関するお問合せ：hrc-ic@cl.sophia.ac.jp

企画展示

ＳＤＧｓパネル展 
パートナーシップでつくる私たちの世界

ニューヨーク国連本部において、150を超える加盟国首脳の参加
のもと採択された「持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable 
Development Goals）」その内容を、身近なデータでわかりやす
く説明しています。ぜひ足を止めてご覧になってください。

写真セミナー

SDGs学生フォトコンテスト 
× 未来メディアカフェ SDGsフォト教室

都内高校生と上智大学生を対象に、「撮ってみよう！日本で見つけた
SDGs」をテーマとした写真の撮り方教室を開催します。SDGsを学んだ
うえで、自分の視点で写真を通して表現する方法を身につけていただき
ます。また、フォト教室の様子を「未来メディアプロジェクト」サイト
で紹介し、広く周知することで作品応募の際に参考にしていただきます。

日本語・英語併記
上智大学、国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）、
地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）

６月１日（金）～６月11日（月）９：00～17：00
四谷キャンパス２号館１階 エントランスロビー

言語／
主催／

日時／
場所／

本学学生および都内の高校生
日本語
国連広報センター、上智大学
（株）ニコン

朝日新聞社

講　師：外山 俊樹 氏（朝日新聞東京本社映像報道部）

６月11日（月）17：15～19：15（開場16：45）
四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

対象／
言語／
主催／
協力／
メディアパートナー／

内容／

日時／
場所／

申込不要／入場無料

Sustainable Development Goals

https://communityassignments.gettyimages.com/ja/community-assignments/sdgs2018/ 

■ 応募サイトはこちらから

５月10日（木）～８月20日（月）
大学生、短大生、大学院生、専門学校生、高校生
レスリー・キー（写真家）他
大賞（外務大臣賞）１点、優秀賞３点、入賞（若干名）
※応募は日本国内で撮影した写真に限り、１人３枚までとします。
国連広報センター、 上智大学
外務省
Getty Images Japan、
（株）ニコン、
（株）ニコンイメージングジャパン
（株）シグマ、吉本興業（株）

朝日新聞社

募集期間／
応募資格／
審 査 員／
賞の種類／

主　　催／
後　　援／
特別協力／

協　　力／
メディアパートナー／

日本国内の身近な場所でのSDGs（持続可能な開発目標）を見つけることが、今年のコン
テストのテーマです。SDGs17のゴールから関心のあるゴールを１つ以上選び、日本国
内で見つけたこと・気づいたこと、ゴール達成への思いを“写真”で表現してください。
今年は大学生、短大生、大学院生、専門学校生に加え、高校生からの応募も受け付けます！

撮ってみよう！日本で見つけたSDGs

持続可能な開発目標（SDGｓ）学生フォトコンテスト2018

昨年の大賞写真

昨年の表彰式の様子

昨年のSDGsパネル展

未来メディアカフェでのワークショップの様子

要事前申込要事前申込



ウガンダの難民キャンプに暮らす
南スーダン難民の子どもたち
（久野武志／JICA）東　大作教授

安野 正士准教授坂根 宏治氏

植木 安弘教授藤崎 一郎氏明石　康氏

国連欧州本部

Ⓒ UN Photo

David Chikvaidze氏

本学学生および教職員、高校生、一般の方
日本語
上智大学グローバル教育センター
独立行政法人国際協力機構（JICA）

講　師：坂根 宏治 氏（JICA 平和構築・復興支援室長）
コメンテーター：安野 正士 准教授（上智大学国際関係研究所長）
コーディネーター：東　 大作 教授（グローバル教育センター）

６月５日（火）18：45～20：45（開場18：00）
四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

対象／
言語／
主催／
協力／

内容／

日時／
場所／

本学学生および教職員、高校生、一般の方
英語（同時通訳あり）
上智大学

パネリスト：明石  康 氏（国際文化会館理事長、元国連事務次長・事務総長特別代表）
藤崎 一郎 氏（日米協会会長、元駐米大使）

モデレーター：植木 安弘 教授（総合グローバル学部）

トークセッション

David Chikvaidze 氏（国連欧州本部官房長）
基調講演

６月４日（月）18：00～19：30（開場17：30）
四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

対象／
言語／
主催／

内容／

日時／
場所／

紛争、暴力的過激主義および難民に関する最新の動向、またこれらの
課題に対するJICA の平和構築の取り組みや国連等との連携の状況に
ついて紹介するとともに、参加者と平和構築の課題や今後のあり方に
ついて議論を深めます。

JICAの平和構築支援と国際機関との
パートナーシップ

平和構築セミナー

国際情勢がより混迷していく中で世界の秩序も変
わりつつある。そのような中で、国連にとっての
課題は何か、また、国連に何が期待できるのかを
考えます。

トークセッション

World Order in an Age of Uncertainty: 
Challenges and Opportunities for the United Nations

国際機関や国際協力分野でのキャリアを考える学生の皆さんへ、グローバルキャ
リアのすすめについての講演と本学のアドバイザリーネットワークの国際機関、
NGOで活躍する皆さんをお迎えし、来場者参加型のクロストークを行います。国際機関・国際協力 キャリアを語ろう

キャリアセッション

申込不要

要事前申込要事前申込

要事前申込要事前申込

本学学生、高校生、一般の方

日本語
上智大学国際協力人材育成センター

対象／

言語／
主催／

学生懇談の様子

鈴木 博明氏

コーディネーター：植木 安弘 教授（国際協力人材育成センター所長、総合グローバル学部）

アドバイザー：横山　正  氏（アフリカ開発銀行アジア代表事務所代表）
近藤 哲生 氏（国連開発計画駐日代表事務所代表）
Dirk Hebecker 氏（国連難民高等弁務官事務所駐日事務所代表）
河原 直美 氏（国連難民高等弁務官事務所駐日事務所副代表）
焼家 直絵 氏（国連世界食糧計画日本事務所代表）
川上 千春 氏（公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟事務局長）
千賀 邦夫 氏（セーブ・ザ・チルドレン事務局長）
宮崎 成人 氏（世界銀行東京事務所駐日特別代表）
佐藤 摩利子 氏（国連人口基金東京事務所所長）
福嶌 香代子 氏（外務省 外交史料館館長（元UN Women駐日代表））
岩切　敏  氏（国際協力機構（ＪＩＣＡ）上級審議役）　 他

クロストーク

鈴木 博明 氏
（上智大学国際協力人材育成センター客員所員、元世界銀行主席都市専門官）

～グローバルキャリアのすすめ～
（skypeでアメリカから中継）講　演

６月１日（金）18：00～19：30（開場17：30）
四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

内容／

日時／
場所／

黄　光偉教授

チャヤン・ヴァダナプティ教授

Neves Mauro教授幡谷 則子教授織　朱實教授

Juan Ricardo 
Gomez Serrano教授

Sebastian 
Restrepo Calle教授

本学学生および教職員、高校生、一般の方
日本語・英語（同時通訳あり）
上智大学グローバル教育センター

国連広報センター

永田 佳之 教授（聖心女子大学 教育学科）
フィリップ・ヴァウター 氏（国連大学サステイナビリティ高等研究所博士）
チャヤン・ヴァダナプティ 教授（チェンマイ大学）
モデレーター： 小松 太郎 教授（総合人間科学部）

「高等教育機関におけるESD：どう受けとめ、取り組むか」
パネルディスカション
チャヤン・ヴァダナプティ 教授（チェンマイ大学 社会科学と持続的発展のための地域センター所長） 
「高等教育機関におけるESD‐社会科学はいかに貢献できるか？」
基調講演

６月８日（金）17：30～19：20（開場17：00）
四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

対象／
言語／
主催／
後援（予定）／

内容／

日時／
場所／

基調講演

本学学生および教職員、一般の方
日本語・英語（同時通訳あり）
上智大学、グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）、
Ey Japan 気候変動・サステナビリティサービス、ジェトロ・アジア経済研究所

対象／
言語／
共催／

人権尊重を促進する金融の役割
海外のサプライチェーンにおける人権課題
2020東京オリンピック・パラリンピックと外国人労働者の権利

パネルディスカション１
パネルディスカション２
パネルディスカション３

Lene Wendland 氏
（国連人権高等弁務官事務所（OHCHR）Chief of the Human Rights and Economic and Social Issues Section）

総合司会：浦元 義照 教授（グローバル教育センター）

“The evolution of Business and Human Rights and challenges for Japanese business at home and abroad 
‒ marking the 70th anniversary of the Universal Declaration of Human Rights”

６月７日（木）9：50～16：30（開場9：30）
内容／
日時／ 場所／四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

「持続可能な社会」という国連が提示した考え方に、大学はどう
向かい合うのか。本シンポジウムでは、国内外の高等教育機関で
持続可能な開発のための教育（ESD）に取り組む専門家を招聘し、
この問いについて議論します。

高等教育におけるESD：
　　　大学はSDGsにいかに向き合うか

シンポジウム

今年は世界人権宣言から70周年、このシンポジウムでは、国連
人権高等弁務官事務所からこの分野の代表を招き、世界人権宣言
採択以後今日に至るビジネスと人権課題の変遷や、企業に求めら
れる役割について議論を深めます。

シンポジウム
ビジネスと人権シンポジウム
― ビジネスが日本そして海外において人権をいかに尊重するか ― 

その取り組みと課題

This symposium aims to provide a forum 
towards building a Pan-Pacific Partnership 
starting from Japan and Colombia, joining 
Asia and Latin America to revitalize wetlands 
and their incumbent communities as action 
based contributions to the SDGs.

How can research and educational activities contribute to 
achieving SDGs?̶持続可能な開発目標（SDGs）達成のための教育・
研究活動の役割を共に考える

シンポジウム

要事前申込要事前申込

要事前申込要事前申込

要事前申込要事前申込本学学生および教職員、高校生、一般の方
英語（同時通訳なし）
上智大学地球環境学研究所
ハベリアナ大学（コロンビア）、地球環境学研究科
上智大学イベロアメリカ研究所

対象／
言語／
主催／
共催／
協力／

モデレーター：あん まくどなるど 教授（地球環境学研究科）
“SDGs as an integral part of the Pan-Pacific wetland dialogue”

SPEAKER
• 黄　光偉 教授（地球環境学研究科）
• Sebastian Restrepo Calle 教授 （ハベリアナ大学）
• Juan Ricardo Gomez Serrano 教授 （ハベリアナ大学）

“Putting SDGs on researchers’ agendas : perspectives from wetlands”

６月６日（水）17：00～19：00（開場16：30）
四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

内容／

日時／
場所／

セッション２

セッション１



ウガンダの難民キャンプに暮らす
南スーダン難民の子どもたち
（久野武志／JICA）東　大作教授

安野 正士准教授坂根 宏治氏

植木 安弘教授藤崎 一郎氏明石　康氏

国連欧州本部

Ⓒ UN Photo

David Chikvaidze氏

本学学生および教職員、高校生、一般の方
日本語
上智大学グローバル教育センター
独立行政法人国際協力機構（JICA）

講　師：坂根 宏治 氏（JICA 平和構築・復興支援室長）
コメンテーター：安野 正士 准教授（上智大学国際関係研究所長）
コーディネーター：東　 大作 教授（グローバル教育センター）

６月５日（火）18：45～20：45（開場18：00）
四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

対象／
言語／
主催／
協力／

内容／

日時／
場所／

本学学生および教職員、高校生、一般の方
英語（同時通訳あり）
上智大学

パネリスト：明石  康 氏（国際文化会館理事長、元国連事務次長・事務総長特別代表）
藤崎 一郎 氏（日米協会会長、元駐米大使）

モデレーター：植木 安弘 教授（総合グローバル学部）

トークセッション

David Chikvaidze 氏（国連欧州本部官房長）
基調講演

６月４日（月）18：00～19：30（開場17：30）
四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

対象／
言語／
主催／

内容／

日時／
場所／

紛争、暴力的過激主義および難民に関する最新の動向、またこれらの
課題に対するJICA の平和構築の取り組みや国連等との連携の状況に
ついて紹介するとともに、参加者と平和構築の課題や今後のあり方に
ついて議論を深めます。

JICAの平和構築支援と国際機関との
パートナーシップ

平和構築セミナー

国際情勢がより混迷していく中で世界の秩序も変
わりつつある。そのような中で、国連にとっての
課題は何か、また、国連に何が期待できるのかを
考えます。

トークセッション

World Order in an Age of Uncertainty: 
Challenges and Opportunities for the United Nations

国際機関や国際協力分野でのキャリアを考える学生の皆さんへ、グローバルキャ
リアのすすめについての講演と本学のアドバイザリーネットワークの国際機関、
NGOで活躍する皆さんをお迎えし、来場者参加型のクロストークを行います。国際機関・国際協力 キャリアを語ろう

キャリアセッション

申込不要

要事前申込要事前申込

要事前申込要事前申込

本学学生、高校生、一般の方

日本語
上智大学国際協力人材育成センター

対象／

言語／
主催／

学生懇談の様子

鈴木 博明氏

コーディネーター：植木 安弘 教授（国際協力人材育成センター所長、総合グローバル学部）

アドバイザー：横山　正  氏（アフリカ開発銀行アジア代表事務所代表）
近藤 哲生 氏（国連開発計画駐日代表事務所代表）
Dirk Hebecker 氏（国連難民高等弁務官事務所駐日事務所代表）
河原 直美 氏（国連難民高等弁務官事務所駐日事務所副代表）
焼家 直絵 氏（国連世界食糧計画日本事務所代表）
川上 千春 氏（公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟事務局長）
千賀 邦夫 氏（セーブ・ザ・チルドレン事務局長）
宮崎 成人 氏（世界銀行東京事務所駐日特別代表）
佐藤 摩利子 氏（国連人口基金東京事務所所長）
福嶌 香代子 氏（外務省 外交史料館館長（元UN Women駐日代表））
岩切　敏  氏（国際協力機構（ＪＩＣＡ）上級審議役）　 他

クロストーク

鈴木 博明 氏
（上智大学国際協力人材育成センター客員所員、元世界銀行主席都市専門官）

～グローバルキャリアのすすめ～
（skypeでアメリカから中継）講　演

６月１日（金）18：00～19：30（開場17：30）
四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

内容／

日時／
場所／

黄　光偉教授

チャヤン・ヴァダナプティ教授

Neves Mauro教授幡谷 則子教授織　朱實教授

Juan Ricardo 
Gomez Serrano教授

Sebastian 
Restrepo Calle教授

本学学生および教職員、高校生、一般の方
日本語・英語（同時通訳あり）
上智大学グローバル教育センター

国連広報センター

永田 佳之 教授（聖心女子大学 教育学科）
フィリップ・ヴァウター 氏（国連大学サステイナビリティ高等研究所博士）
チャヤン・ヴァダナプティ 教授（チェンマイ大学）
モデレーター： 小松 太郎 教授（総合人間科学部）

「高等教育機関におけるESD：どう受けとめ、取り組むか」
パネルディスカション
チャヤン・ヴァダナプティ 教授（チェンマイ大学 社会科学と持続的発展のための地域センター所長） 
「高等教育機関におけるESD‐社会科学はいかに貢献できるか？」
基調講演

６月８日（金）17：30～19：20（開場17：00）
四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

対象／
言語／
主催／
後援（予定）／

内容／

日時／
場所／

基調講演

本学学生および教職員、一般の方
日本語・英語（同時通訳あり）
上智大学、グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）、
Ey Japan 気候変動・サステナビリティサービス、ジェトロ・アジア経済研究所

対象／
言語／
共催／

人権尊重を促進する金融の役割
海外のサプライチェーンにおける人権課題
2020東京オリンピック・パラリンピックと外国人労働者の権利

パネルディスカション１
パネルディスカション２
パネルディスカション３

Lene Wendland 氏
（国連人権高等弁務官事務所（OHCHR）Chief of the Human Rights and Economic and Social Issues Section）

総合司会：浦元 義照 教授（グローバル教育センター）

“The evolution of Business and Human Rights and challenges for Japanese business at home and abroad 
‒ marking the 70th anniversary of the Universal Declaration of Human Rights”

６月７日（木）9：50～16：30（開場9：30）
内容／
日時／ 場所／四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

「持続可能な社会」という国連が提示した考え方に、大学はどう
向かい合うのか。本シンポジウムでは、国内外の高等教育機関で
持続可能な開発のための教育（ESD）に取り組む専門家を招聘し、
この問いについて議論します。

高等教育におけるESD：
　　　大学はSDGsにいかに向き合うか

シンポジウム

今年は世界人権宣言から70周年、このシンポジウムでは、国連
人権高等弁務官事務所からこの分野の代表を招き、世界人権宣言
採択以後今日に至るビジネスと人権課題の変遷や、企業に求めら
れる役割について議論を深めます。

シンポジウム
ビジネスと人権シンポジウム
― ビジネスが日本そして海外において人権をいかに尊重するか ― 

その取り組みと課題

This symposium aims to provide a forum 
towards building a Pan-Pacific Partnership 
starting from Japan and Colombia, joining 
Asia and Latin America to revitalize wetlands 
and their incumbent communities as action 
based contributions to the SDGs.

How can research and educational activities contribute to 
achieving SDGs?̶持続可能な開発目標（SDGs）達成のための教育・
研究活動の役割を共に考える

シンポジウム

要事前申込要事前申込

要事前申込要事前申込

要事前申込要事前申込本学学生および教職員、高校生、一般の方
英語（同時通訳なし）
上智大学地球環境学研究所
ハベリアナ大学（コロンビア）、地球環境学研究科
上智大学イベロアメリカ研究所

対象／
言語／
主催／
共催／
協力／

モデレーター：あん まくどなるど 教授（地球環境学研究科）
“SDGs as an integral part of the Pan-Pacific wetland dialogue”

SPEAKER
• 黄　光偉 教授（地球環境学研究科）
• Sebastian Restrepo Calle 教授 （ハベリアナ大学）
• Juan Ricardo Gomez Serrano 教授 （ハベリアナ大学）

“Putting SDGs on researchers’ agendas : perspectives from wetlands”

６月６日（水）17：00～19：00（開場16：30）
四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

内容／

日時／
場所／

セッション２

セッション１



各イベントへの参加申込みはこちらからどうぞ https://eipo.jp/sophia/seminars/

6月1日 ～6月11日6月1日 ～6月11日金金 月月

June 2018June 2018
国連Weeks
上智大学
国連Weeks
上智大学

本学では６月１日から６月11日
まで第９回目を迎える「上智大学
国連Weeks」を開催します。国連
の活動を通じて、世界と私たち
の未来について一緒に考えて
みませんか？

各イベントへの参加申込みはこちらからどうぞ https://eipo.jp/sophia/seminars/

Ⓒ UN Photo

Ⓒ UN Photo

Ⓒ UN Photo

Ⓒ UN Photo

Ⓒ UN Photo

スケジュール

6
1
【FRI】

キャリアセッション
「国際機関・国際協力 キャリアを語ろう」
来場者参加型のクロストーク

6
4

【MON】

トークセッション
国連欧州本部官房長をお招きし、
国連の課題、期待できることを考えます

6
5
【TUE】

平和構築セミナー
今後の平和構築の課題や、
あるべき姿について議論を深めます

6
6

【WED】

シンポジウム
SDGs達成のための教育・研究活動の役割を
コロンビアと日本の専門家が共に考えます

6
7

【THU】

シンポジウム
「ビジネスと人権」ビジネスが日本そして海外において
人権をいかに尊重するか ― その取り組みと課題

6
8
【FRI】

シンポジウム

高等教育におけるESD：大学はSDGs にいかに向き合うか
アジアと日本の両面から議論します

6
11
【MON】

SDGs学生フォトコンテスト×未来メディアカフェ
「撮ってみよう！日本で見つけたSDGs」をテーマとした
写真の撮り方教室を開催します。

～６
１
【FRI】

６
11
【MON】

SDGsパネル展示
パートナーシップでつくる私たちの世界
SDGsと皆さんの生活がどの様につながっているのか、
足を止めて考えてみませんか？

上智大学国連Weeksに関するお問合せ：hrc-ic@cl.sophia.ac.jp

企画展示

ＳＤＧｓパネル展 
パートナーシップでつくる私たちの世界

ニューヨーク国連本部において、150を超える加盟国首脳の参加
のもと採択された「持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable 
Development Goals）」その内容を、身近なデータでわかりやす
く説明しています。ぜひ足を止めてご覧になってください。

写真セミナー

SDGs学生フォトコンテスト 
× 未来メディアカフェ SDGsフォト教室

都内高校生と上智大学生を対象に、「撮ってみよう！日本で見つけた
SDGs」をテーマとした写真の撮り方教室を開催します。SDGsを学んだ
うえで、自分の視点で写真を通して表現する方法を身につけていただき
ます。また、フォト教室の様子を「未来メディアプロジェクト」サイト
で紹介し、広く周知することで作品応募の際に参考にしていただきます。

日本語・英語併記
上智大学、国連大学サステイナビリティ高等研究所（UNU-IAS）、
地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）

６月１日（金）～６月11日（月）９：00～17：00
四谷キャンパス２号館１階 エントランスロビー

言語／
主催／

日時／
場所／

本学学生および都内の高校生
日本語
国連広報センター、上智大学
（株）ニコン

朝日新聞社

講　師：外山 俊樹 氏（朝日新聞東京本社映像報道部）

６月11日（月）17：15～19：15（開場16：45）
四谷キャンパス２号館17階　国際会議場

対象／
言語／
主催／
協力／
メディアパートナー／

内容／

日時／
場所／

申込不要／入場無料

Sustainable Development Goals

https://communityassignments.gettyimages.com/ja/community-assignments/sdgs2018/ 

■ 応募サイトはこちらから

５月10日（木）～８月20日（月）
大学生、短大生、大学院生、専門学校生、高校生
レスリー・キー（写真家）他
大賞（外務大臣賞）１点、優秀賞３点、入賞（若干名）
※応募は日本国内で撮影した写真に限り、１人３枚までとします。
国連広報センター、 上智大学
外務省
Getty Images Japan、
（株）ニコン、
（株）ニコンイメージングジャパン
（株）シグマ、吉本興業（株）

朝日新聞社

募集期間／
応募資格／
審 査 員／
賞の種類／

主　　催／
後　　援／
特別協力／

協　　力／
メディアパートナー／

日本国内の身近な場所でのSDGs（持続可能な開発目標）を見つけることが、今年のコン
テストのテーマです。SDGs17のゴールから関心のあるゴールを１つ以上選び、日本国
内で見つけたこと・気づいたこと、ゴール達成への思いを“写真”で表現してください。
今年は大学生、短大生、大学院生、専門学校生に加え、高校生からの応募も受け付けます！

撮ってみよう！日本で見つけたSDGs

持続可能な開発目標（SDGｓ）学生フォトコンテスト2018

昨年の大賞写真

昨年の表彰式の様子

昨年のSDGsパネル展

未来メディアカフェでのワークショップの様子

要事前申込要事前申込


